
学術情報のあり方
-人社系の研究評価を中心に-

日時：2015年9月30日（水）13:00-17:00
場所：国立情報学研究所 12階会議室
(東京都千代田区一ツ橋2-1-2)

概要

講師・パネリスト

パネルディスカッション
モデレーター

司会進行

参加申込方法

日本では現在，人文社会科学分野のあり方が大
きく問われているが，論点の一つには，同分野
によって産み出される研究のインパクトは何か
がある。これまで，大学等研究機関の評価につ
いて現在様々な議論と試みが繰り返されており，
定量的な研究評価に関しては，自然科学分野で
は，研究評価の指標として一般的に研究論文や
特許等の掲載数や引用回数等の数値が使われて
きた。大学では自己評価の一貫として研究評価
を行っているが，図書館は各種文献データベー
スを提供することで間接的に関与してきたとも
言える。しかし，人文社会科学分野では，そも
そも分野の特性上，自然科学分野と同様の方法
をとることが困難であり，大学を総合的に評価
する上でも，人文社会科学分野の研究評価のあ
り方は常に議論となっている。

さらに，上記議論を支える背景として，オープ
ンアクセス，デジタルヒューマニティーズなど
人文社会科学分野の情報インフラ環境の進展が
あり，このインフラを整備することを中心とし
た研究支援のあり方が，大学および図書館のあ
り方と密接に関連する。

今回のSPARC Japanセミナーでは，人文社会科
学分野の研究評価に関する最新の状況や英国の
研究評価の状況について話題提供いただき，学
術情報流通を支援する様々な取組みをふまえて，
人文社会科学分野の研究評価やインフラ整備を
含む研究支援に大学および図書館が果たせる役
割や可能性について議論したい。

駒井 章治
(奈良先端科学技術大学院大学)

横井 慶子(東京大学附属図書館)

主催：SPARC Japan
(国立情報学研究所)

下記サイト内のお申込みボタンか
らお申込みください。
http://www.nii.ac.jp/sparc/event/
2015/20150930.html
※申込完了後，受付票がメール

で送信されますので，当日ご持参
ください。申込後，数日経っても返
信が届かない場合や，キャンセル
ご希望の場合は下記へお問い合
わせください。

平成27年9月28日（月）

国立情報学研究所
学術基盤推進部
学術コンテンツ課支援チーム
SPARC担当
E-mail: co_sparc_all@nii.ac.jp
FAX: 03-4212-2375

■お問い合わせ先

■申込期限

第1回 SPARC Japan セミナー2015

中村 征樹 (大阪大学：科学史）

中尾 央 (山口大学：科学哲学）

野村 康 (名古屋大学：環境学）

永崎 研宣 (人文情報学研究所
： 人文情報学・仏教学）

佐藤 郁哉 (一橋大学：社会学）

竹内 比呂也 (千葉大学：図書館情報学）
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